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今年は 

ご意見お待ちしています！ 
 
埼玉県議会議員 

高 木 ま り 
 
さいたま市議（２期）を

経て、2011年 4月よ

り県議（２期め）。福祉

保健医療委員会に所

属。会派では政調会長。 
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 ～Ｈ29年 10月竣工予定 

結局、議会費削減の条例案は「否決」。    ～自民単独の反対で～ 
 

6月定例会に議員提案の形で提案されていた議会費削減の条例案は、継続審査になっていましたが、9月

定例会で最大会派のみが反対する形で「否決」されました。 

現在の条例では、議員は議会開会中に登庁すると交通費などに充てるということで、議場からの距離に

応じて定額が支給されています。10キロ圏内では 6千円。これは実際の交通費を上回っているので、かか

る実費のみの精算に改めてはどうかという提案です。これが実現すると、年間 4千万円ほどの費用を節約

することができます。 

全国的にも、今回の提案同様、実費弁償に切り替える動きが出ていま

す。今回も、自民会派以外は全会派、この案に賛成しました。しかし、

過半数を持つ自民会派が反対して否決。残念ですが、諦めずに今後も提

案を続けたいと思います。 

 

▲完成イメージ図 ７階建て。科捜研もここ

に。場所は大宮区北袋の三菱マテリアル跡地。 

平成 28 年中の開院に向け、着々と準備を進めている県立小児医療

センターに、新たに遠隔胎児画像診断 

システムの導入が決まりました。これ

により、先天性疾患を持つ赤ちゃんを

早期発見し、正確な治療計画を立てた

上でお産に備えられるようになりま

す。妊婦さんはかかりつけの産院でエ

コーを撮ってもらえばよく、画像が送

られた新都心の医療チームが専門的診

断の支援をします。お産がより安心に。 

おかしい！ 

 

 
▲ここまで出来ています 

（H27.9.18新都心にて撮影）  

12 月定例会は 

12/2（水）～12/22（火） 

の予定です。 

 新小児医療センターがパワーアップ 

     遠隔胎児画像診断支援システム導入 
補正
予算 

 老朽化に伴い建替えが決定していた大宮警察署は、約１年にわた

り工事請負業者が決まらない事態になっていましたが、５回目の入

札でようやく工事業者が決まり、９月定例会で契約議案が承認され

ました。いよいよ着工の運びとなります。 

 人口が増えている大宮署管内の安全を守るために、勤務する警察

官の数も増えており、現在の建物では狭く、活動しにくい状況にな

っていました。科学捜査研究所（現在は浦和区木崎）も同地に移り、

より一層充実した警察活動ができるようになります。 

 北区としては、現在の大宮署の跡地利用についても今から検討し

ていく必要があると考えています。 



＜＞ 

 高木まり県政報告会 

プロジェ クト ミ ーティ ングのお知らせ 
 高木まり県政報告会 

プロジェ クト ミ ーティ ングのお知らせ 

 

高木まり＜拡大版＞県政報告会 

プロジェクトミーティングのお知らせ 

いつもはプラザノースで定例会ごとに行っている報告会ですが、次

回は拡大版にて、ゲスト講師をお招きして行います。ぜひお出かけを！ 

●と  き：11 月7 日（土） 

16：00～（開場 15：30） 

●テーマ：日本の国益と外交 

  ゲスト講師：大野もとひろ参議院議員 

●ところ：アートグレイス大宮離宮 （北区役所斜め前） 

さいたま市北区植竹町１-816-7  TEL：048-612-9831 

＊駐車場あり ＊最寄駅は加茂宮駅・土呂駅 ＊終了後に懇親会（会費制）もあります。 
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★ 来年度の予算要望を知事に提出 

今、そして将来に向けて、埼玉県が取りくむべき課題 

を来年度の予算要

望 156 項目にま

とめ、知事に手渡

しました。高木は

会派の政調会長と

して要望のとりま

とめを行いました。 

★ 地方創生特別委員会、設置され委員に 

現安倍政権が取り組む地方創生ですが、自治体ごと

に地方創生総合戦略をつくり、国に提出することに

なっています。本県の戦略策定にあたり、県議会で

はこれを「議決事項」とし、特別委員会を作って審

査することになりました。高木は委員となって、閉

会中に審査を重ねることになります。埼玉県が人口

減少時代になお、住民をひきつける魅力を持つに

は、教育・文化、民間力の活用が重要と考えます。 

2025年問題に備えよ   

高齢者が増えても、医療に困らない埼玉県に！ 
--------- 埼玉県地域医療構想を策定中 

★「警察官の綱紀粛正を求める決議」を可決 ～警察官による殺人事件、熊谷 6 人連続殺人事件相次ぎ～ 

9月定例会開会前に、埼玉県警が相次いでニュースを賑わせました。朝霞において本県警察官が捜査上知りえた

情報をもとに殺人を起こした事件、熊谷において一度は署に立ち寄っていた外国人による連続殺人事件の 2 件

です。警察官が殺人を犯す事件にあっては、言語道断。県警の信頼自体を揺るがしかねない事態です。また、熊

谷の事件では住民への注意喚起の方法などにできることがあったのではという課題が指摘されています。両事件

については、9月定例会の警察危機管理防災委員会でも各委員から厳しい追及がありましたが、最終日に議会全

体の意思として、「警察官の綱紀粛正を求める決議」をしました。 

病院どうしの機

能分担を進める 

地域によって医

療不足の偏りが

出ないように 

症状にあった病

院が足りなくな

らないように 

 

 

今からしっかり計画を！ 

２次医療圏ごとに作ります 

 

 

 

高度 
急性期 

急性期 

回復期 

慢性期 

在宅診療・介護：国は、2025 年には現在慢性期で受けている患者さんも在宅へ移行の方向。 

2025年に 
地域ごとに必要な 
病床数を推計 

埼玉県の 2025 年に向けた最大の課題は、高齢者増に伴

う医療需要をまかないきれるか、ということです。 

その時になって慌てることのないよう、今から

将来必要な病床数を推計し、地域ごとに偏りなく

整備が進められるよう、今、地域医療構想の策定

が進められています。 

さいたま市地域でも病院

不足の時代に入ってきます

が、回復期病床の整備が最も

急務になって来る見込みです。 
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